
全国の「風呂
じまんの宿」
軒を紹介
特集～面

絶
景
の
露
天
風
呂「
棚
湯
」

最
高
の
湯
処
、星
空
散
歩
も

最
古
の
歴
史
、美
肌
と
健
康

琵
琶
湖
の
佳
景
独
り
占
め

敷
地
内
に
四
つ
の
源
泉

阿
蘇
山
の
湧
き
水
を
湯
に

球
磨
川
の
絶
景
を
一
望

フローティングアイランド「シ
ーズテラス」

大展望露天風呂「棚湯」

　
「
お
ん
せ
ん
県
」
大
分
で

最
大
規
模
を
誇
る
の
が
別
府

温
泉
の
杉
乃
井
ホ
テ
ル
（
橘

正
代
表
取
締
役
）
。
別
府
八

湯
の
中
の
観
海
寺
温
泉
に
あ

り
、
別
府
湾
一
望
の
高
台
に

建
つ
ホ
テ
ル
だ
。

　
客
室
総
数
６
４
４
室
、
２

９
０
０
人
収
容
。

階
建
て

の
「
本
館
」
、

階
建
て
の

「
Ｈ
ａ
ｎ
ａ
館
」
、
７
階
建

て
の
「
中
館
」
の
各
宿
泊
施

設
の
ほ
か
、
日
帰
り
客
も
受

け
入
れ
る
「
ス
ギ
ノ
イ
パ
レ

ス
」
内
に
、
大
展
望
露
天
風

呂
「
棚
湯
」
、
水
着
で
楽
し

め
る
屋
外
型
温
泉
「
ザ
　
ア

ク
ア
ガ
ー
デ
ン
」
と
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
温
浴
施

設
が
あ
る
。

　
棚
湯
は
五
つ
の
湯
船
を
棚

田
の
よ
う
に
配
し
た
展
望
露

天
風
呂
。
敷
地
面
積
約
１
２

０
０
坪
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
３

０
０
人
を
収
容

す
る
規
模
だ
。

最
上
階
の
１
段

目
は
ガ
ラ
ス
で

仕
切
ら
れ
た
内

湯
。
２
段
目
は

雨
が
降
っ
て
も

濡
れ
ず
に
景
色

を
楽
し
め
る
半

露
天
風
呂
。
３

段
目
は
最
も
幅

が
広
い
露
天
風
呂
。
４
段
目

は
東
屋
と
つ
な
が
り
、
足
湯

も
楽
し
め
る
露
天
風
呂
。
最

後
の
５
段
目
は
露
天
の
寝
湯

と
な
っ
て
い
る
。

　
別
府
湾
や
街
の
景
色
、
ま

た
四
国
・
佐
田
岬
ま
で
を
見

渡
す
圧
倒
的
な
眺
望
と
開
放

感
が
抜
群
。
施
設
は
こ
の
ほ

か
、
ヒ
ノ
キ
材
で
作
っ
た
直

径
１
５
０
㌢
の
樽
湯
、
展
望

サ
ウ
ナ
が
あ
る
。

　
ザ
　
ア
ク
ア
ガ
ー
デ
ン
は

８
０
０
㌧
の
温
泉
を
使
っ

た
、
水
着
で
楽
し
め
る
屋
外

型
温
泉
。
水
と
光
と
音
が
織

り
な
す
幻
想
的
な
噴
水
シ
ョ

ー
、
温
泉
泥
を
使
っ
た
フ
ァ

ン
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
、
約

種
類

の
塩
を
選
べ
る
ソ
ル
テ
ィ
サ

ウ
ナ
、
高
い
塩
分
濃
度
の
湯

に
浮
遊
で
き
る
フ
ロ
ー
ト
ヒ

ー
リ
ン
グ
バ
ス
と
、
温
泉
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
の
施

設
が
充
実
し
て
い
る
。

　
今
年
８
月
５
日
、
新
バ
イ

キ
ン
グ
会
場
「
シ
ー
ズ
テ
ラ

ス
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
会

場
全
体
に
水
を
張
り
、
そ
の

中
央
に
設
置
し
た
円
形
の
ダ

イ
ニ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
ま
さ

に
水
に
浮
か
ぶ
リ
ゾ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
。テ
ン
ト
席

席
、

水
辺
の
テ
ラ
ス
席

席
が
あ

り
、
絶
景
と
陽
光
に
輝
く
美

し
い
水
面
を
見
な
が
ら
の
食

事
は
食
材
の
良
さ
を
引
き
立

て
る（
中
館
宿
泊
者
優
先
）。

　
▽
大
分
県
別
府
市
観
海
寺

１
。
☎
０
９
７
７
（
２
４
）

１
１
４
１
。http://www.sug

inoi-hotel.com/

天文台「そらしるべ」

竹林の湯

　
優
し
さ
と
ぬ
く
も
り
に
彩

ら
れ
る
、
ひ
と
と
き
―
。
黒

川
温
泉
の
「
湯
峡
の
響
き
　

優
彩
」
（

島
淳
一
社
長
）

は
、
筑
後
川
の
源
流
、
田
ノ

原
川
沿
い
に
立
地
し
、
人
気

の
温
泉
地
で
あ
り
な
が
ら
旅

行
者
を
癒
す
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
が
た
だ
よ
う
。

　
敷
地
内
の
自
家
源
泉
か
ら

豊
富
な
湯
を
引
き
入
れ
て
い

る
。
源
泉
１
０
０
％
の
掛
け

流
し
に
加
え
、
浴
槽
の
湯
を

毎
日
入
れ
替
え
て
新
鮮
な
湯

を
提
供
し
て
い
る
。
泉
質
は

ナ
ト
リ
ウ
ム
―
硫
酸
塩
・
塩

化
物
温
泉
で
、
弱
ア
ル
カ
リ

性
の
さ
ら
り
と
し
た
湯
ざ
わ

り
が
評
判
だ
。

　
自
慢
の
湯
処
が
宿
泊
者
専

用
の「
ま
ほ
ろ
ば
の
湯
場
」。

「
ま
ほ
ろ
ば
」
は
古
語
で

「
最
高
の
場
所
」を
意
味
し
、

趣
の
異
な
る
三

つ
の
風
呂
が
あ

る
。
竹
林
に
囲

ま
れ
、
夜
間
に

は
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
幻
想

的
な
空
間
が
広

が
る
「
竹
林
の

湯
」
。
檜
造
り

の
浴
槽
が
左
右

対
称
に
並
ぶ

「
双
檜
の
湯
」
。
川
の
せ
せ

ら
ぎ
に
接
し
、
夜
間
に
ラ
イ

ト
ア
ッ
プ
し
た
滝
が
眺
め
ら

れ
る
屋
根
付
き
露
天
風
呂

「
渓
流
の
湯
」
。
時
間
ご
と

の
男
女
入
れ
替
え
制
で
、
滞

在
中
に
す
べ
て
の
湯
を
堪
能

で
き
る
。

　
黒
川
温
泉
の
入
湯
手
形
を

持
つ
旅
行
者
に
も
開
放
し
て

い
る
「
や
わ
ら
ぎ
の
湯
場
」

や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
応
の

貸
切
露
天
風
呂
も
あ
る
。

　
優
彩
の
自
慢
は
温
泉
、
湯

処
だ
け
で
は
な
い
。
館
内
に

は
、
日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の

メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た
高
精

度
の
天
体
望
遠
鏡
を
備
え
た

天
文
台
「
そ
ら
し
る
べ
」
が

あ
る
。
専
属
ガ
イ
ド
の
案
内

を
受
け
な
が
ら
湯
上
り
に
星

空
観
察
が
楽
し
め
る
。

　
客
室
は
和
モ
ダ
ン
を
基
調

と
し
た

室
。
露
天
風
呂
が

付
い
た
特
別
室
も
あ
る
。
料

理
は
地
元
の
旬
の
食
材
な
ど

を
生
か
し
た
味
わ
い
豊
か
な

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
一
例
を

挙
げ
る
と
、
小
国
産
の
ジ
ャ

ー
ジ
ー
牛
乳
を
使
っ
た
ク
リ

ー
ム
ブ
リ
ュ
レ
は
女
性
に
人

気
だ
。
食
事
は
人
数
、
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
部
屋
食
の
ほ

か
、大
広
間
の「
遊
膳
亭
」、

和
室
な
が
ら
テ
ー
ブ
ル
席
の

「
和
膳
亭
」
、
懐
か
し
い
囲

炉
裏
を
囲
む
「
囲
炉
裏
亭
」

で
提
供
し
て
い
る
。

　
▽
熊
本
県
阿
蘇
郡
南
小
国

町
黒
川
温
泉
。
☎
０
９
６
７

（
４
４
）
０
１
１
１
。http:

//www.yusai.com/

日本庭園　夕景

展望露天風呂「天遊の湯」

　
島
根
県
の
玉
造
温
泉
に
あ

る
佳
翠
苑
皆
美
（
皆
美
佳
邦

社
長
）
は
玉
湯
川
沿
い
の
温

泉
街
に
あ
る
数
寄
屋
造
り
の

旅
館
。
皆
美
グ
ル
ー
プ
の
基

幹
で
あ
る
「
皆
美
館
」
の
歴

史
は
１
２
０
年
を
超
え
る
。

日
本
の
粋
を
凝
ら
し
た
数
奇

屋
風
の
し
つ
ら
え
の
老
舗
旅

館
。
松
江
や
出
雲
大
社
、
宍

道
湖
、
世
界
遺
産
石
見
銀
山

へ
の
観
光
に
便
利
な
宿
。

　
玉
造
温
泉
は
、
古
代
出
雲

神
話
で
大
国
主
命
と
と
も
に

国
造
り
を
し
た
少
彦
名
命
に

よ
っ
て
見
出
さ
れ
た
と
さ
れ

る
、
日
本
で
も
最
古
の
歴
史

を
持
つ
温
泉
の
ひ
と
つ
。
美

肌
と
健
康
に
高
い
効
果
を
持

つ
名
湯
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
た
。
同
館
で
は
源
泉
よ
り

ひ
い
た
良
質
の
温
泉
を
多
彩

な
湯
め
ぐ
り
を
満
喫
で
き

る
。

　
男
女
そ
れ
ぞ

れ
に
あ
る
大
浴

場
は
、
内
風
呂

に
加
え
、
岩
風

呂
と
檜
の
二
種

類
の
露
天
風
呂

が
あ
る
。
女
性

用
の
パ
ウ
ダ
ー

ル
ー
ム
は
広
々

と
設
計
さ
れ
て

い
る
の
で
気
兼

ね
な
く
使
用
で
き
る
。

　
９
階
に
あ
る
、
展
望
露
天

風
呂
「
天
遊
の
湯
」
は
、
風

情
あ
る
温
泉
街
や
山
々
の
借

景
を
楽
し
め
る
開
放
感
に
あ

ふ
れ
た
空
間
。
ゆ
っ
た
り
と

湯
に
浸
か
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
女
性
用
低
温
サ
ウ
ナ
「
玉

肌
の
湯
」
は
、
麦
岩
石
を
使

用
し
た
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果

抜
群
の
低
温
サ
ウ
ナ
。
細
か

な
ミ
ス
ト
と
そ
の
成
分
が
身

体
の
免
疫
力
を
高
め
美
肌
効

果
を
発
揮
す
る
。湯
上
り
処
、

ア
ロ
マ
サ
ロ
ン
、
足
裏
サ
ロ

ン
な
ど
の
癒
し
施
設
も
充

実
。
気
軽
に
旅
の
疲
れ
を
癒

せ
る
手
湯
と
足
湯
も
あ
り
、

手
湯
に
は
、
季
節
の
花
が
浮

か
び
、
女
性
客
に
好
評
だ
。

　
料
理
は
、
日
本
海
と
宍
道

湖
の
旬
の
食
材
を
丁
寧
に
調

理
。
料
理
長
の
お
す
す
め
は

島
根
和
牛
の
ス
テ
ー
キ
や
鮑

の
グ
リ
ル
、
剣
先
烏
賊
の
糸

造
り
、
松
江
の
郷
土
料
理

「
鱸
の
奉
書
焼
き
」
「
焼
き

蟹
」
（
冬
季
限
定
）
な
ど
。

米
は
島
根
県
産
と
地
産
地
消

に
こ
だ
わ
っ
た
。

　
庭
園
は
、
米
国
の
日
本
庭

園
専
門
誌
で
７
位
に
選
ば
れ

た
。
地
元
の
お
茶
で
の
お
も

て
な
し
も
あ
る
。

　
▽
島
根
県
松
江
市
玉
湯
町

玉
造
温
泉
。
☎
０
８
５
２

（
６
２
）
０
３
３
１
。http:

//www.kasuien-minami.jp/

露天風呂「湯幻逍遥」

露天風呂「月心の湯」

　
滋
賀
県
琵
琶
湖
畔
お
ご
と

温
泉
の
湯
元
舘
（
椿
宏
社

長
）
。
琵
琶
湖
の
佳
景
を
独

り
占
め
に
す
る
感
覚
の
露
天

風
呂
を
は
じ
め
、
館
内
の
七

つ
の
温
泉
施
設
が
訪
れ
た
人

の
心
と
体
を
癒
や
す
。
ぜ
い

た
く
な
湯
巡
り
を
楽
し
み
た

い
。

　
最
上
階
（

階
）
の
「
月

心（
げ
っ
し
ん
）の
湯
」は
、

目
の
前
に
波
穏
や
か
な
湖
の

景
色
を
見
渡
す
開
放
感
た
っ

ぷ
り
の
絶
景
露
天
風
呂
。
夜

の
湯
あ
み
も
お
勧
め
で
、

「
何
も
考
え
な
い
で
月
を
見

上
げ
る
、
至
福
の
時
を
お
過

ご
し
く
だ
さ
い
」
と
同
館
。

　
も
う
一
つ
の
「
湯
幻
逍
遥

（
と
う
げ
ん
し
ょ
う
よ
う
）」

は
、
木
々
に
囲
ま
れ
た
野
趣

あ
ふ
れ
る
露
天
風
呂
。
四
季

の
移
ろ
い
を
感
じ
ら
れ
る
湯

だ
。
寝
湯
、
ミ

ス
ト
サ
ウ
ナ
と

設
備
も
充
実
し

て
い
る
（
二
つ

の
露
天
風
呂
は

男
女
入
れ
替
え

制
）
。

　
眺
望
大
浴
場

「
湖
望（
こ
ぼ

う
）の
湯
」は
琵

琶
湖
の
碧
く
美

し
い
景
色
を
、

「
山
望（
さ
ん
ぼ
う
）の
湯
」は

緩
や
か
な
稜
線
を
描
く
比
叡

山
の
自
然
を
、そ
れ
ぞ
れ
広

い
窓
越
し
に
望
む
。と
も
に

露
天
風
呂
を
併
設
し
て
い
る

（
男
女
入
れ
替
え
制
）。

　
「
疲
労
回
復
や
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
が
抜
群
」
と
い
う
サ

ウ
ナ
や
ジ
ェ
ッ
ト
バ
ス
を
備

え
た「
回
游（
か
い
ゆ
う
）大

浴
場
」は
、日
頃
の
運
動
不
足

に
悩
む
人
な
ど
に
最
適
。

　
さ
ら
に
温
泉
を
誰
に
も
気

兼
ね
な
く
楽
し
み
た
い
と
い

う
向
き
に
は
二
つ
の
貸
し
切

り
風
呂
が
お
勧
め
だ
。
「
木

の
香
（
き
の
か
）
」
は
文
字

通
り
木
の
香
り
、
「
石
の
音

（
い
し
の
ね
）
」
は
石
の
温

も
り
を
感
じ
ら
れ
る
安
ら
ぎ

の
空
間
。
１
回

分
の
利
用

で
料
金
税
別
２
千
円
。

　
「
高
齢
者
や
体
の
不
自
由

な
方
に
も
快
適
に
過
ご
し
て

も
ら
い
た
い
」と
、ハ
ー
ド
、

ソ
フ
ト
と
も
に
気
を
配
る
同

館
。
入
り
口
の
段
差
や
浴
槽

の
高
さ
は
細
か
い
数
字
を
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
す
る
な

ど
、
細
や
か
な
配
慮
が
う
れ

し
い
。

　
「
日
本
三
大
和
牛
」
の
近

江
牛
を
は
じ
め
、近
江
地
鶏
、

近
江
米
、
日
野
菜
と
、
こ
だ

わ
り
の
食
材
を
使
っ
た
京
風

会
席
も
味
わ
い
た
い
。

　
▽
滋
賀
県
大
津
市
苗
鹿
２

の

の
７
。
☎
０
７
７
（
５

７
９
）１
１
１
１
。http://w

ww.yumotokan.co.jp/

満
月
庵
の
露
天
風
呂

　
長
崎
県
雲
仙
温
泉
の
「
ゆ

や
ど
雲
仙
新
湯
」
（
豊
田
紗

英
子
代
表
取
締
役
）
は
、
敷

地
内
か
ら
湧
き
出
る
四
つ
の

源
泉
を
ぜ
い
た
く
に
使
っ
て

い
る
。
泉
質
は
乳
白
色
が
特

徴
の
硫
黄
泉
で
、
血
行
促
進

や
疲
労
回
復
、
美
肌
に
効
果

が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。

　
第
１
源
泉
を
使
っ
た
貸
切

風
呂「
ま
ど
か
」

は
、
家
族
連
れ

に
適
し
た
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
バ

ス
。
淡
く
白
濁

し
た
湯
は
１
０

０
％
源
泉
か
け

流
し
。
第
２
源

泉
を
使
っ
た

「
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
ス
パ
り

ざ
れ
」
（
女
性

用
大
浴
場
）
と

「
香
仙
翔
」

「
満
月
庵
」

（
男
性
用
大
浴
場
）
は
、
広

々
と
し
た
開
放
感
あ
ふ
れ
る

大
浴
場
。
第
３
源
泉
を
使
っ

た
「
絹
笠
の
湯
」
（
男
性
用

大
浴
場
）
と
「
佳
宵
の
湯
」

（
女
性
用
大
浴
場
）
は
ひ
の

き
張
り
の
浴
室
で
、
庭
園
露

天
風
呂
も
備
え
る
。
濃
い
硫

黄
泉
が
最
も
雲
仙
ら
し
い
と

評
判
だ
。
第
４
源
泉
は
専
用

露
天
風
呂
付
き
客
室「
月
庭
」

に
。
ほ
か
の
客
室
よ
り
奥
ま

っ
た
場
所
に
あ
り
、
静
け
さ

の
中
湯
浴
み
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
る
。

　
湯
上
が
り
は
、
島
原
半
島

の
自
然
の
恵
み
を
詰
め
込
ん

だ
オ
リ
ジ
ナ
ル
会
席
を
堪
能

し
た
い
。

　
▽
長
崎
県
雲
仙
市
小
浜
町

雲
仙
３
２
０
。
☎
０
９
５
７

（
７
３
）
３
３
０
１
。http:

//www.sinyuhotel.co.jp/

展
望
大
浴
場
（
男
性
風
呂
）

　
丸
小
ホ
テ
ル
（
小
山
真
司

社
長
）
は
熊
本
市
の
中
心
、

熊
本
城
か
ら
程
近
い
場
所
に

位
置
す
る
創
業
１
２
０
余
年

の
老
舗
旅
館
だ
。
市
内
の
繁

華
街
に
あ
り
な
が
ら
、
６
階

の
展
望
大
浴
場
を
は
じ
め
、

浴
場
設
備
が
充
実
し
て
い

る
。

　
大
浴
場
の
湯

は
阿
蘇
山
の
湧

き
水
を
使
用
。

阿
蘇
山
か
ら


年
か
け
て
熊
本

市
内
ま
で
ろ
過

し
な
が
ら
流
れ

て
き
た
と
い

う
、
天
然
の
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
だ
。
「
ミ

ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
が
１
本
１

０
０
円
と
す
る

と
、
大
浴
場
に

は
１
５
０
万
円
相
当
の
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
オ
ー
タ
ー
が
入
っ
て

い
る
こ
と
に
な
る
」（
同
館
）。

　
城
下
町
を
望
む
眺
望
抜
群

の
展
望
大
浴
場
は
、
疲
労
回

復
や
血
行
を
良
く
す
る
効
果

が
あ
る
と
い
う
超
音
波
風
呂

を
備
え
る
。
一
般
の
ジ
ェ
ッ

ト
風
呂
と
異
な
り
、
「
唯
一

の
超
音
波
装
置
」
と
し
て
特

許
を
得
て
い
る
ほ
か
、
厚
労

省
か
ら
医
療
用
具
と
し
て
承

認
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
露
天
風
呂
や
、

無
料
の
家
族
貸
し
切
り
風
呂

も
装
備
。
ゆ
っ
く
り
つ
か
っ

て
旅
の
疲
れ
を
癒
や
し
て
ほ

し
い
。

　
▽
熊
本
県
熊
本
市
中
央
区

上
通
町

の

。
☎
０
９
６

（
３
５
３
）１
２
４
１
。htt

p://www.maruko-hotel.jp/

露
天
・
大
浴
場
「
山
並
み
の
湯
屋
」

　
自
然
と
歴
史
に
育
ま
れ
た

人
吉
温
泉
。日
本
三
大
急
流
、

球
磨
川
の
川
沿
い
に
位
置
す

る
の
が
「
清
流
山
水
花
　
あ

ゆ
の
里
」
だ
。
清
流
の
せ
せ

ら
ぎ
を
聞
き
な
が
ら
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
時

間
を
過
ご
し
た

い
。

　
大
浴
場
は
眺

望
自
慢
。
「
山

並
み
の
湯
屋
」

は
球
磨
川
と
南

九
州
山
脈
を
一

望
し
、
露
天
風

呂
か
ら
は
ち
ょ

う
ど
い
い
高
さ

で
山
々
を
見
渡

せ
る
。

　「
蔵
の
湯
殿
」

は
歴
史
を
感
じ

さ
せ
る
人
吉
城

址
の
城
壁
と
焼

酎
の
蔵
の
雰
囲
気
を
取
り
入

れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
も
球
磨

川
の
絶
景
を
望
む
。

　
客
室
も
温
泉
露
天
風
呂
付

き
和
室
と
和
洋
室
、
球
磨
川

を
一
望
す
る
和
モ
ダ
ン
ビ
ュ

ー
ル
ー
ム
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
と
充
実
し
て
い

る
。

　
焼
酎
蔵
「
左
蔵
」
に
は


蔵
元
の
本
場
の
球
磨
焼
酎
を

集
め
、
そ
の
試
飲
コ
ー
ナ
ー

も
。ワ
イ
ン
セ
ラ
ー
も
あ
り
、

ハ
ウ
ス
ワ
イ
ン
か
ら
高
級
ワ

イ
ン
ま
で
豊
富
に
そ
ろ
え
て

い
る
。
川
と
海
の
幸
を
取
り

入
れ
た
会
席
料
理
「
川
幸
海

幸
料
理
」
と
と
も
に
味
わ
い

た
い
。

　
▽
熊
本
県
人
吉
市
九
日
町


。
☎
０
９
６
６
（
２
２
）

２
１
７
１
。http://www.ayu

nosato.jp/
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